
重点
事業プ
ラン

60%

作成完了 C

図書館及び文
学館の見直し
の方向性を明
確にすることが
できました。

行政
経営
改革プ
ラン

作成完了 ○

・鶴川地域図書館
のこれからを考え
る市民ワークショッ
プを2回開催しまし
た。
・文学館の検討内
容を整理し、生涯
学習審議会へ今
後のあり方につい
て諮問しました。ま
た、近隣類似施設
との連携につい
て、他部課を含め
た検討を開始しま
した。

・図書館のあり方
について、生涯学
習審議会に諮問し
た上で、見直しの
方向性を決定しま
す。
・文学館に対する
生涯学習審議会
の答申を基に、見
直し方針を決定し
ます。

1 国指定史跡の整備
国指定史跡高ヶ坂石器時代遺跡
の整備工事を実施します。

高ヶ坂遺跡整
備工事進捗率

80%
65%
（2019年3月）

※国庫補助の交
付決定額に基づき
事業計画を変更し
ました。

・図書館では、鶴川地
域において実施した市
民ワークショップや地
元商店会・自治会等と
の懇談を通じて、市民
ニーズを把握しまし
た。
・図書館及び文学館の
あり方について、生涯
学習審議会に諮問し、
答申を受けました。
・答申に基づき、2月に
図書館及び文学館の
あり方の見直し方針を
決定し、3月に公表しま
した。

C

一部の工事が
できなかったも
のの、考古、歴
史、民俗資料
の一体的な保
存・活用方法
を検討すること
ができました。

順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標

部課名

使命

成果 評価 評価の視点

実行計画（年度目標）

計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果 下半期の予定 1年間の総括

2

・生涯学習部の総務担当課として、事務事業の執行計画の調整・進行管理、連絡調整等を行い、組織が適切に運営できるようにします。
・町田市固有の文化財・歴史資料の保護・維持・管理に努め、市民がそれらに触れられる機会・場所の提供及び情報を発信することにより、市民が郷土への理解と愛着を深められるようにします。

生涯学習部生涯学習総務課

生涯学習施設のあり方
の検討

生涯学習施設（図書館・文学館）の
役割やサービス水準を検証し、施
設の再編などの見直し方針を作成
します。

見直し方針の
作成

○

・用地買収につい
ては、9月の公共
財産評価等審査
会に付議しました。
・整備工事に向け
て建築基準法に基
づく手続き（計画
通知取得）を行い
ました。

・審査会の決定を
受け、契約・登記
の手続きを進めま
す。
・八幡平遺跡の四
阿建築を含む整備
工事を実施しま
す。

・用地買収について
は、１２月に移転登記
を完了しました。
・入札不調により、整備
工事の一部実施を
2019年度に延期しまし
た。
・町田デジタルミュージ
アム導入の準備を進め
ました。

年度目標設定 中間確認 年度末確認

課題と対応

・整備工事を
円滑に実施で
きるよう2019年
度早々に手続
きを進めます。
・文化財につ
いて、より効果
的な情報発信
を進めます。

図書館及び文
学館のあり方
見直し方針に
基づき、それ
ぞれの事業見
直しや管理運
営手法の詳細
な検討を進め
ます。



順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標 成果 評価 評価の視点
計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果 下半期の予定 1年間の総括

年度目標設定 中間確認 年度末確認

課題と対応

C

年度当初の予
定どおりに整
備が完了しま
した。

－ 100%

個別
計画

準備作業完了 ○

引続き史料整
理を継続しな
がら、史料保
管場所の有効
活用について
検討・実施して
いきます。

○
35業務中20業務
（57％）でマニュア
ルを作成しました。

引き続き、計画的
にマニュアルの整
備を進めます。

35業務中35業務
（100％）でマニュアル
を作成し、業務マニュ
アルの整備が完了しま
した。

7 業務マニュアルの整備
・整備対象の業務について、マ
ニュアルの作成を行います。

マニュアルの
整備率

100%

引き続き、史料整
理を進めながら、
管理データの更新
作業を完了させ、
保管場所への移
動を行います。

新たに収集した史料を
加え、約8500点の史料
整理を行いました。ま
た、書籍の管理データ
の更新作業を完成さ
せ、史料保管場所の
移動を開始しました。

6
自由民権資料館の史
料整理・研究の促進

・自由民権資料館の史料の整理を
行いながら収蔵庫を中心に史料保
管場所の有効活用について再検
討します。

方針に基づく
実施準備作業

準備作業
完了

C

書籍管理デー
タが完成したこ
とにより、史料
保管環境の整
備に着手する
ことができまし
た。

史料整理を行いな
がら、史料保管環
境整備方針に基
づき、書籍の管理
データの更新作業
を進め、約80％完
了しました。

3
自由民権資料館の魅
力の向上

・市民の学習を支援する新たな講
座や魅力あるイベント等について
検討・実施し、集客に努めます。
・市民が興味を持てる企画展示や
講演会等のイベントを提供します。

・利用者数

・講座等開催
数

・7,000人

・133回

5
文化財の更なる魅力
発信

考古資料を用いて、アウトリーチイ
ベントを実施します。

考古資料アウ
トリーチイベン
ト実施件数

8件

生涯学習に関する
施策、施策の成果
をはかる指標及び
事業について検
討・整理を行いま
した。

・2018年10月にパ
ブリックコメントを実
施します。
・パブリックコメント
の結果や教育委
員会に設置する策
定検討委員会での
検討を踏まえ、教
育プランを策定し、
2019年3月に公表
します。

部内作業部会や教育
委員会に設置する策
定検討委員会での検
討並びにパブリックコメ
ント結果等を踏まえ、
「町田市教育プラン
2019-2023」を2019年2
月に策定しました。

B

個別
計画

策定完了 ○

○

考古資料を用いた
アウトリーチイベン
トを7件実施し、延
べ2,571人の参加
者がありました。

11月実施予定の
文化財ウィークを
始め、今後も積極
的にアウトリーチイ
ベントを展開しま
す。

年間9件のアウトリーチ
イベントを実施し、延べ
6,170人の参加者があ
りました。

4 教育プランの策定

個別
計画

9件

未来
づくり
プロ
ジェク
ト

C

年度当初の予
定どおりに策
定が完了しま
した。

覆屋工事が完
了した牢場遺
跡の見学会を
複数回実施し
たため、目標
値を上回りまし
た。

マニュアルに
沿って業務を
行いながら、必
要に応じてマ
ニュアルの検
証・改善を行っ
ていく必要が
あります。

計画に基づ
き、生涯学習
に関する施策
を着実に推進
していく必要が
あります。

実施手法を工
夫し、より広い
参加者層を開
拓できるよう努
めます。

部内作業部会を中心に施策及び
事業等の検討を行い、教育プラン
を策定します。

教育プランの
策定

策定完了

B

利用者数につ
いては初期目
標を大幅に達
成することがで
きました。講座
等開催数は展
示解説の件数
が伸びなかっ
たため、目標
値には達しま
せんでした。

○

・企画展「蔵出し絵
草紙」（来館者数
1,124人）と特別展
「『五日市憲法草
案』と多摩の自由
民権」を（来館者数
1,046人）開催しま
した。総利用者数
は3,434人です。
・特別講座「町田
の近代史part2」や
展示関連講演会、
展示解説等を延べ
80回実施しまし
た。

特別展「幕末・維
新期の町田」を開
催します。展示関
連講演会や展示
解説のほか、資料
館まつりや歴史講
座を開催します。

・特別展「幕末・維新期
の町田」をはじめとした
企画展示を3回開催し
ました。年間総利用者
数は7,300人となりまし
た。
・資料館まつりや歴史
講座（自由民権カレッ
ジ・古文書講座・特別
講座「町田の近代史
Ⅱ」）、展示関連講演
会、展示解説等を延べ
120回実施しました。

・7.300人

・120回

今後も展示内
容の充実を図
るとともにPR方
法を工夫して
事業を実施し
ていきます。



3
さがまちコンソーシアム
と連携した地域学習の
支援

・地域の多様な学習ニーズに対応
するため、さがまちカレッジ講座を
生涯学習センター以外の各地域で
開催します。
・学生団体と地域の学び合いを目
指し、学生団体が地域活性化案を
提案するさがまちコンソーシアム主
催「地域魅力づくりコンテスト」につ
いて、さがまちコンソーシアム、庁
内関係部署、地域団体と次期候補
地の検討を進めます。

・さがまちカ
レッジの地域
開催

・候補地の選
定

・地域開催

・町田薬師
池公園四
季彩の杜
を選定

B

さがまちカレッ
ジを各地域で
開催して利便
性を向上し、
子どもを対象と
した学びの機
会を拡げること
ができました。
学生の視点を
活かして、町
田の新たな魅
力を提案す
る、ツーリズム
プランの候補
地を選定しまし
た。新聞にも
掲載され、魅
力向上に向け
たPRを図ること
ができました。

個別
計画

・さがまちカレッジ
の地域開催

・候補地の選定

○

・6月になるせ駅前
市民センターでさ
がまちカレッジ講
座を実施しました。
・子どもセンター
（ただON、ばあ
ん、まあち、ぱお）
での共催講座の準
備を進めていま
す。
・学生団体が町田
の魅力を紹介す
る、ツーリズムプラ
ンコンテストの実施
に向けて参加学生
チームのフィール
ドワークを行いまし
た。

個別
計画

改定

個別
計画

10講座

生涯学習セン
ターが、中心
市街地に1館
のみのため、
他の場所での
講座実施が求
められていま
す。既に実施
している鶴川
地区以外で
も、地区協議
会との連携の
きっかけとなる
講演会を実施
することができ
ました。

「町田市生涯
学習推進計画
（2019-2023）」
に基づき、目
標達成に向け
て、進捗管理
を行いながら
進めます。

2
地域づくり型講座の実
施

地域づくり型
講座の実施件
数

10講座

さがまちカレッ
ジの地域開催
を継続して取り
組むとともに、
開催地域の拡
大を検討する
必要がありま
す。
ツーリズムプラ
ンの実現化に
向けて、庁内
関係部署等と
調整する必要
があります。

・12月に子どもセン
ターただON、1月
に子どもセンター
ばあん、3月に子ど
もセンターまあちと
ぱおで、共催講座
を実施する予定で
す。
・10月7日にツーリ
ズムプランコンテス
トを実施します。

・6月になるせ駅前市
民センターで、12月に
子どもセンターただ
ON、1月に子どもセン
ターばあん、3月に子
どもセンターまあちとぱ
おで、さがまちカレッジ
講座を実施しました。
・学生団体が町田の魅
力を紹介する、ツーリ
ズムプランコンテストの
実施に向けて参加学
生チームのフィールド
ワークを行い、10月7日
にツーリズムプランコン
テストを実施しました。

地区協議会や市民団体と連携・協
力して、地域課題の解決のための
地域づくり型講座を各地域で実施
します。また、新たな地区協議会と
の連携を検討します。

1
現行計画の総括と次期
計画の策定

生涯学習推進計画（2014年度～
2018年度）に基づく各事業の総括
を行い、次期生涯学習推進計画
（2019年度～2023年度）を策定し
ます。

生涯学習推進
計画の改定

生涯学習推進計
画の改定

C○

鶴川地区協議会と
連携した講座「3水
スマイルラウンジ」
を、9月までに４講
座実施しました。

・引き続き、「3水ス
マイルラウンジ」を5
講座実施する予定
です。
・鶴川地区協議会
との共催で「バー
ベキューではじめ
る地域づくり講座」
を実施します。
・相原地区で講座
の実施を検討して
います。

・鶴川地区協議会と連
携した講座「3水スマイ
ルラウンジ」の講座を
実施しました。（8講座）
・鶴川地区協議会との
共催講座「鶴川地区・
岡上地区交流会」を3
回連続講座として実施
しました。（1講座）
・相原地区では講演会
「相原地区の魅力再発
見！」を、歴史と自然
に関するテーマで2回
実施しました。（1講座）

順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標

部課名

使命

成果 評価 評価の視点

実行計画（年度目標）

計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果

下半期の予定 1年間の総括

市民が生涯にわたって、いつでもどこでも自由に学び続け、支え合うことができるよう支援します。

生涯学習部生涯学習センター　　　　

課題と対応

年度末確認

市内には地区
協議会が10団
体あります。こ
れらの団体と
連携を図り、事
業を地域で実
施する回数を
増やします。

○

・現計画につい
て、2017年度実績
のとりまとめの作業
を完了しました。
・次期計画につい
て、策定スケ
ジュールの見直し
後、計画原案の作
成に着手しました。

・現計画につい
て、10月に2018年
度実績（見込み値
含む）のとりまとめ
に着手します。
・次期計画策定に
向けて、概ね1月
上旬に作業を完了
し、3月の公表に向
けた庁内手続きに
移行します。

・現計画について、
2017年度及び2018年
度実績（見込み値含
む）のとりまとめの作業
を完了しました。
・現計画の振り返りを
踏まえ、次期計画とな
る「町田市生涯学習推
進計画（2019-2023）」
の策定を完了し、3月
に公表しました。

C

「町田市生涯
学習推進計画
（2019-2023）」
の策定作業
を、概ねスケ
ジュールどおり
に進めることが
できました。

年度目標設定 中間確認



順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標 成果 評価 評価の視点
計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果 下半期の予定 1年間の総括 課題と対応

年度末確認年度目標設定 中間確認

色覚障がいだ
けではなく、他
の障がいのあ
る人にも、情報
を効果的に提
供できるように
研究を進めま
す。

個別
計画

6
ひきこもり当事者のため
の定期的な話し合いの
場の提供

5
障がいを持つ人に生涯
学習情報を提供するた
めの内部研修実施

多様な障がい者等への情報提供
に関する内部研修の実施。

研修会の実施 実施
個別
計画

・ひき町を月1回の
頻度で9月までに6
回実施しました。
・家族関係者向け
の講座の企画をし
ました。

・引き続き、ひき町
を毎月実施しま
す。
・ひき町参加者の
ニーズを踏まえて
夜間の開催を試行
します。
・講座を10月から
12月の間に実施し
ます。

・ひきこもり当事者・経
験者を対象とした話し
合いの場（ひき町）を、
毎月1回開催しました。
これまでは土日・祝日
の午後の開催でした
が、後期は祝日の夜に
1回、平日の午後に2
回開催し、多様なニー
ズに応えました。また、
2019年度からの自主
運営への移行に向け
た支援を行いました。
・2017年度の受講者グ
ループが企画運営し
た講座を、10月から12
月にかけて5回連続で
実施しました。定員を
超える申込みがあり、
当事者、家族、関係者
が参加して、意見交換
が活発に行われていま
した。

チラシ作
成

C

さまざまな世代
による生涯学
習センターの
利用に向け
て、学生のアイ
デアを取り入
れたＰＲチラシ
を作成し、活
用しました。

個別
計画

チラシ作成 ○

さがまちコンソーシ
アムから受け入れ
をしたインターン
シップの取組の一
環として、学生と一
緒にチラシの原案
を作成しました。

原案を参考に、課
内で検討してチラ
シを完成し、庁内
の各施設で配布し
ます。

4

一時的にチラ
シを配布する
だけでなく、地
域開催講座で
配布するなど、
チラシを活用
した生涯学習
センターのＰＲ
方法を検討を
する必要があ
ります。

ひき町は2019
年度から当事
者による自主
運営に移行す
ることになり、
施設貸出しの
手順や補助金
制度など円滑
な運営に向け
た情報を伝え
る必要がありま
す。
ひきこもり支援
を学ぶ講座を
求める声が多
く、学習要求
にどのように応
えられるのか
検討する必要
があります。

生涯学習センターＰＲ
チラシの作成

生涯学習センターが地域団体と連
携して地域における地域課題解決
のための学習を支援していくため
に、生涯学習センターの事業内容
をわかりやすく紹介し、ＰＲするチラ
シを作成します。

チラシ作成

・ひき町を毎月
開催しました。
毎回、平均8名
程度初めての
参加者があり、
合計参加者数
が、2017年度
を上回りまし
た。
・当事者や家
族、関係者向
けの連続講座
を実施し、参
加者から高い
満足度を得ま
した。

B

ひきこもり当事者・経験者を対象に
した話し合いの場（ひき町）、ひきこ
もり家族や関係者を対象にした講
座を定期的に実施し継続的な話し
合いの場を提供します。

ひき町の定期
的実施

定期的実
施

さがまちコンソーシアム
と連携したインターン
シップ受け入れの取組
の一環として、学生と
共に作成した原案をも
とに、ＰＲチラシを作成
しました。作成したチラ
シを市民センターをは
じめ庁内各施設に配
布し、生涯学習セン
ターの利用拡大に向
けて、周知、ＰＲを行い
ました。

定期的実施 ○

C

色覚障がいに
ついて知識を
得ることがで
き、ポスターや
チラシの作成
に活用しまし
た。

○

9月に医師を招き
課内職員を対象と
して「ユニバーサ
ルデザインを考え
る～色覚障がいの
視点から～」と題し
た研修を実施しま
した。

研修で学習した内
容を、効果的な情
報の伝達に活用し
ます。

9月に医師を招き、課
内職員を対象に「ユニ
バーサルデザインを考
える～色覚障がいの視
点から～」と題した研
修を実施しました。

実施



業務の効率化

課内で設置した検討チームを中
心に、施設の再編を最優先項目
として検討します。
加えて運営体制や、サービス内
容についての検討を行います。

施設再編実行
計画の策定

「町田市立図書
館のあり方の見
直し方針」の策
定

7～9月に中高生・大
学生を対象に「POP
コンテストまちだ
2018」を実施し、特
に優秀な人を表彰し
ました。NHKやス
ポーツ振興課との共
催の講演会を実施し
盛況でした。各地域
図書館では、「本の
福袋」や「おみく
じ」などバラエティ
に富んだイベントを
行い、図書館利用の
促進を目指しまし
た。
2019年度中の大和市
との相互利用開始を
目指し、12月に正式
に文書で申し入れを
行いました。

C
目標を概ね達
成することが
できました。

行政
経営
改革
プラ
ン

「町田市
立図書館
のあり方
見直し方
針」の策
定

約11,000
人

C
目標を概ね達
成することが
できました。

個別
計画

11,000人 ○

7～9月に中高
生・大学生を対
象に「POPコンテ
ストまちだ
2018」を実施し
ました。7月14
日・15日にス
ポーツ振興課と
共催で「子ども
の運動教室」
「女性の体幹ト
レーニング教
室」を中央図書
館で実施しまし
た。NHKと共催で
4月28日に「人
体」展、7月28日
に「縄文」展の
関連講演会を実
施しました。
9月末までの新規
登録者数は、
5,932人です。
サービス提供の
広域化（大和市
との相互利用）
について検討を
行い、9月に申し
入れを行いまし
た。

POPコンテストの
本の推薦者キ
ン・シオタニ氏
の展覧会（会
場：パリオ町
田）の作品を、
町田の地域資料
と一緒に中央・
鶴川駅前図書館
で展示する「ま
ちだをもっと知
ろう！」コー
ナーの設置や、
エコフェスタで
の移動図書館の
PR、鶴川地区協
議会とハロー
ウィンイベント
等の共催、まち
だ図書館まつり
の開催などを予
定しています。
引き続き、相互
利用について調
整を進めます。

順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標

部課名

使命

成果 評価 評価の視点

実行計画（年度目標）

計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果

下半期の予定 1年間の総括

2

市民がライフステージに応じ必要となる知識・情報等を「いつでも・どこでも・だれでも」自由に手に入れることができる環境を整備して、市民の知的で心豊かな生活の実現に寄与します。

1

年度末確認

生涯学習部図書館

課題と対応

2019年度は
「町田市立図
書館のあり方
見直し方針」
により、「図
書館のめざす
姿」を実現す
るため「効率
的・効果的な
サービスの方
向性」の検
討・決定を行
います。

イベントに若
年層を取り込
むため、ＳＮ
Ｓの更新回数
を増やすなど
広報の方法を
工夫する必要
があります。
今後も各地域
図書館の特色
を活かしたイ
ベントを行
い、図書館を
あまり利用し
てこなかった
人に来館して
もらうよう努
めます。

図書館への集客を図
るイベントとＰＲの
実施

図書館をあまり利用してこな
かった人に利用してもらうため
に、世代別のイベントを計画
し、実施します。

図書館の新規
登録者数

○

5月13日・25日に
ワークショップ
「鶴川地域図書
館のこれから」
を開催し、30名
の市民からご意
見をいただきま
した。課内・部
内での検討と市
民意見等を基に
「町田市立図書
館のあり方の見
直し方針」の原
案を作成してい
ます。

「町田市立図書
館のあり方の見
直し方針」を策
定します。

課内・部内での検討
と市民意見、町田市
生涯学習審議会によ
る「今後の町田市の
図書館のあり方につ
いて（答申）」等を
基に、2019年2月に
「町田市立図書館の
あり方見直し方針」
を策定しました。

年度目標設定 中間確認



順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標 成果 評価 評価の視点
計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果

下半期の予定 1年間の総括

年度末確認

課題と対応

年度目標設定 中間確認

3
事務処理マニュアル
の整備

図書館業務を網羅した事務処理
マニュアルの改訂を行います。

改訂 改訂完了

5
第三次町田市子ども
読書活動推進計画の
実施

第三次町田市子ども読書活動推
進計画の進捗状況について、第
三次町田市子ども読書活動推進
計画推進会議で確認・評価しま
す。

第三次町田市
子ども読書活
動推進計画推
進会議の開催
回数

2回

ここ数年、地域
の小学校で読み
聞かせを行って
いる保護者から
希望が寄せられ
ていたため、
「絵本の読み聞
かせ講座（基礎
編）」を5月に2
回行いました。

5月の講座受講者
アンケート等で
ニーズのあった
「絵本の読み聞
かせ講座（応用
編）」を実施し
ます。

秋に応用編を2回実
施し、好評でした。

C

個別
計画

調査の実施 ○

○

6月に町田市子ど
も読書活動推進計
画推進会議を開
催し、前年度の取
組結果報告、情報
交換等を行いまし
た。
今年度前期の取
組としては、指導
課と連携し、図書
指導員等対象の
読書活動推進に
関する研修を実施
する等、計画の推
進に努めました。

2019年2月頃に町
田市子ども読書活
動推進計画推進
会議を開催する予
定です。
引き続き、学校図
書館への支援、図
書館まつりの実施
等、計画の達成に
努めます。

2019年1月の当計画
推進会議にて、2018
年10月までの各課取
組報告、情報交換等
を行いました。
忠生市民センターの
乳幼児健診に合わせ
た臨時おはなし会の
実施、指導課依頼に
よる研修では、要望
の多かったブック
トーク実習など、他
課との連携に努めま
した。また、読書手
帳配布、ＰＯＰコン
テストなど、小学
生、中高生の読書活
動推進につながる取
組を実施しました。
第四次町田市子ども
読書活動推進計画の
策定にも着手しまし
た。

4
家庭・地域支援の推
進

個別
計画

2回

個別
計画

C

アンケート結
果に応じた講
座を実施し、
地域の小学校
保護者へ支援
を行うことが
できました。

会議を予定通
り2回実施
し、目標を達
成することが
できました。

地域で活動する住民や団体への
支援に関する調査・検討を行い
ます。

家庭・地域へ
の支援に関す
る調査

アンケー
ト調査の
実施

2019年度前期
で事務処理マ
ニュアルの改
訂完了に向
け、引き続き
改定を行いま
す。

小学校保護者
向け講座につ
いては、北部
地域からの参
加が少ないこ
とが見受けら
れるため、そ
の地域の方も
参加しやすい
方策を検討し
ます。

第三次町田市
子ども読書活
動推進計画で
は各取組に数
値目標があり
ませんでし
た。第四次計
画ではいくつ
かを重点取組
として数値目
標を設定する
ことを検討
し、2019年度
に策定して、
引き続き子ど
もの読書活動
の推進に努め
ます。

D
目標値を達成
できませんで
した。

○
事務処理マニュ
アルの96.4％を
改訂しました。

引き続き、事務
処理マニュアル
の改訂を行いま
す。

事務処理マニュアル
の98.8％を改訂しま
した。

改訂率
98.8％



年度末確認

生涯学習部図書館市民文学館担当

課題と対応

管理運営方針
に基づき、効
率的効果的な
運営手法を具
体的に検討し
ていく必要が
あります。

より多くの方に
文学の魅力を
伝えるために、
多彩な展覧会
やイベントの企
画が必要で
す。

2020年度目標
に向け引き続
き情報を発信
していきます。

老朽化に伴う
不良個所が多
数見受けられ
るため、修繕
計画の随時見
直しが必要で
す。

文学の魅力を伝える展
覧会や講座・講演会の
実施

文字・ことばをテーマにした展覧会
や町田ゆかりの文学者等、幅広い
ジャンルを視野に入れた展示を実
施します。さらに「文学」に触れ、そ
の魅力を伝えるためにライフステー
ジに応じた講座・講演・ワークショッ
プなどを実施します。

①展覧会観覧
者数

②利用者数
（文学館来館
者数+イベント
参加者数）

○

これまで行った調
査の分析結果及
び検討内容を基礎
資料とし、「今後の
文学館のあり方見
直し」について、生
涯学習審議会に
諮問しました。

生涯学習審議会
での答申を受け、
存廃及び管理運
営手法の方針を決
定します。

2017年度に部内で検
討した見直し案につい
て、文学館運営協議
会から意見をいただく
とともに、生涯学習審
議会に諮問し、答申を
受けました。その答申
内容に基づき、存廃及
び管理運営手法の方
針を決定しました。

年度目標設定 中間確認

B

フォロワー数が
現状値の倍以
上に増加し、
目標値を大き
く超えました。

◎

Ｔｗｉｔｔｅｒを積極的
に活用し、展覧会
やイベントの情報
を発信していま
す。フォロワー数は
361件です。

Ｔｗｉｔｔｅｒフォローを
ＨＰやチラシでア
ピールするととも
に、引き続き積極
的に情報を発信し
ていきます。

Ｔｗｉｔｔｅｒを積極的に活
用し、展覧会やイベン
トの情報を効果的に発
信しました。

450件

順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標

部課名

使命

成果 評価 評価の視点

実行計画（年度目標）

計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果 下半期の予定 1年間の総括

2

町田市ゆかりの文学者の著作、原稿、愛用品その他の資料及び市民の文学的著作等を収集・保存するとともに文学に関する調査研究をし、その成果を展示や講座・講演会などを通して市民に発信します。文学
の普及活動を行い、市民が文学に触れあえる機会をつくります。

1
文学館のあり方の見直
し

文学館の存在意義を検討し、存廃
を決定します。また、存続の場合
は、効率的・効果的な運営手法を
検討し、方向性を決定します。

①文学館の存
廃の決定
②管理運営手
法の方針決定

①存廃の決定
②方針決定

①文学や文化の魅力
を発信する展覧会を実
施し全国から多くの来
館者があり、秋展の観
覧者数は有料展として
は最高の9,084人となり
ました。
②市民ニーズを意識し
た各種講座や館外で
の講演会を実施しまし
た。

C

当初の計画通
り検討を進め、
目標水準を達
成しました。

行政
経営
改革プ
ラン

①存続決
定
②方針決
定

①26,900
人
②66,300
人

C

展覧会や講座
等で幅広い
ジャンルをとり
あげたことによ
り、新たな来館
者を獲得でき
ました。

個別
計画

①年間25,000人

②年間67,000人
△

・春展では童謡の
企画展を、夏展で
は昆虫の絵本作
家の原画展を開催
し、観覧者数は
13,823人となりまし
た。
・利用者数は
29,620人で、目標
の44％です。

・秋は町田で初と
なるみつはしちか
こ展を開催します。
冬は二度目の八
木義德展を開催
し、それぞれジャン
ルの違う魅力的な
展覧会を実施しま
す。

－

C

修繕計画に基
づいた修繕及
び緊急修繕を
実施し、計画
を実態に合わ
せて見直しま
した。

老朽化による不良箇所が増える
中、計画的に施設・設備などの修
繕等を実施することにより良好な施
設環境を維持します。

定期点検に基
づく修繕計画
の見直しと修
繕等の実施

定期点検
等に基づく
修繕計画
の見直し
及び修繕
の実施

3
SNSを利用した効果的
な情報発信

2017年度に開設したTwitterを活
用し、展覧会情報やイベント情報
を効果的に発信します。

Twitterのフォ
ロワー数

300件

老朽化に伴う不良
箇所が発見された
ため緊急修繕を実
施しました。併せ
て、直近の状況を
踏まえて修繕計画
を見直しました。

計画していた外壁
補修修繕を行いま
す。また、見直した
計画に基づいて修
繕を実施します。

計画していた外壁補修
修繕を行いました。ま
た、見直した計画に基
づいて、市民の安全に
かかわる箇所を優先的
に修繕を行いました。

－
計画の見直しと修
繕の実施

○4
施設の計画的な維持・
管理



年度末確認

課題と対応

年度目標設定 中間確認
順
位

取組項目 具体的な活動内容 指標 成果 評価 評価の視点
計画
類型

目標値
進捗
状況

上半期の状況や成
果 下半期の予定 1年間の総括

2020年度目標
に向け引き続
き登録をして
いきます。

－
①24,500点

②750点

総登録数が、
貴重図書・雑
誌は目標値の
約1.5倍、原
稿・色紙・絵画
等は目標値の
約1.7倍を達成
しました。

5 貴重資料の登録・公開

資料整理計画に基づき、貴重図
書、貴重雑誌、原稿、色紙、絵画
などの整理をすすめ、図書館シス
テムに登録し公開します。

①貴重図書・
雑誌の総登録
数

②原稿・色紙・
絵画等の総登
録数

①23,900点

②700点
B◎

貴重図書・雑誌の
総登録数は24,198
点、原稿・色紙・絵
画等の総登録数
は675点です。

引き続き、資料の
整理・登録作業を
すすめます。

年間を通して、計画的
に貴重図書・雑誌の登
録、原稿・色紙・絵画
等の登録を行いまし
た。
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